
 

 

 

 

 

 

 

 

何事にも負けない強い気持ち 

校長 髙橋 利明  

新年明けましておめでとうございます。 

それぞれの想いで令和５年を迎えられたこ

とと思います。３年生にとっては進路決定の季

節となりました。１月中旬の県内私立高校受験

に始まり、都内私立高校受験、さらに県公立高

校受験と、心休まることのない日々が続きます。 

さて、受験（受検）ともなれば、その結果

は全ての生徒にとって、うれしい結果とはな

らない場合もあります。第２希望もあれば第

３希望に進学しなければならない場合もあり

ます。それを失敗ととらえるかは、本人の気

持ち次第です。私たちの生活において、すべ

てが思い通りにいくことは難しいことです。

しかし、現代っ子は、失敗や挫折の経験がほ

とんどなく、そのため、一つの失敗により、

私の人生は終わりだと、悲劇的に考えてしま

う傾向があります。極端な場合、自らの生命

を自ら絶ってしまう若者もいます。大変悲し

いことです。「右がだめなら左がある」、

「AがだめならBもCもあるさ」と考えるこ

とができなくなります。一つの失敗が次に大

きく飛躍する源になる、また、「失敗を生か

す」とのプラス志向に考えることが大切で

す。失敗の経験のない人はいません。是非、

「失敗も時にはあるさ」と、何事にも負けな

い強い気持ちを持った人になってほしいと願

うものです。 

 

凡 事 徹 底 

 学校は、多くの人たちが集まって生活をして

いるところです。そこにはマナーや約束事があ

り、学校にいるみんなが、それらを守り、実行

してはじめて学校生活が安全で楽しいものに

なります。それらの基礎・基本となるものを、

新座中学校では、「凡事徹底」、「自他共栄」、「文

武両道」としています。 

この三つの言葉は、自分の能力や持ち味を伸

ばしたり、他の人たちとの関わりをよりよくし

たりするために大切なものです。生徒の皆さん

には、この意味をよく理解し、実行して、しっ

かりとした学校生活を送ってほしいと願って

います。 

 特に、一つ目の「凡事徹底」ですが、これは、

「あいさつをしよう」、「時間を守ろう」、「人の

話をしっかり聞こう」、「責任を果たそう」とい

うものをしっかりと守ってほしいと思ってい

ますが、２学期後半には、移動教室での授業に

間に合わなかったり、ふざけたりして廊下を走

ってしまう生徒が増えてしまいました。 

 そこで、全校朝会で校長から、「あいさつ」と

「廊下歩行」と「５分前行動」の３つをあらた

めて守りましょうと話をしました。 

 少しずつ、意識して行動出来てきましたが、

全員が実行できるように頑張ってほしいもの

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新座中だより 
学校教育目標 

強く 明るく 考える 
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